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（昭和２８年８月３１日第三種郵便物認可）

農文協の全集
身体と精神の関わりの総体を扱う生命科学

医学（医療）は対症療法に専念し、健康学は栄
養学に矮小化され続けた。しかしようやく、明治
期に現われて消えた「病は食から」の食養思想や
「食育」という考え方が復活しつつある。医療と
健康は二つの顔をもつ一つの分野、つまり人間の

身体と精神の関係性を扱う分野（生命科学）だと
考えるのが農文協の立場である。結果として、衛
生、保健、薬剤、医療活動にかかわる全集・専門
書が多くなっている。

叢
書

日
本
漢
方
の
古
典

全
３
巻
粟
島
行
春
編
訳
Ｂ
５
判
・
上
製
・
箱
入

●
揃
価
５
２
５
０
０
円

日
本
漢
方
は
、
中
国
の
伝
統

医
学
（
中
医
学
）
と
は
別
個
の

実
証
的
医
学
と
し
て
江
戸
中
期

に
独
自
化
し
た
。
こ
れ
は
『
傷

寒
論
』
の
科
学
的
・
実
証
的
精

神
へ
の
回
帰
を
め
ざ
し
、
東
西

医
学
の
結
合
を
指
向
す
る
。「
叢

書

日
本
漢
方
の
古
典
」
は
、

こ
の
日
本
漢
方
の
起
源
・
展
開

・
深
化
の
過
程
を
示
す
画
期
的

著
作
を
選
び
、
原
文
・
翻
刻
・

現
代
語
訳
・
注
解
・
解
説
・
索

引
を
付
し
た
も
の
。第
一
巻『
醫

心
方

食
養
篇
』
は
、
わ
が
国

最
古
の
医
書
「
醫
心
方
」
の
掉

尾
、
食
こ
そ
生
命
の
原
点
と
す

る
「
食
養
篇
」。
第
二
巻
『
建

殊
録
�
�
東
洞
医
学
の
成
果
』

は
、『
傷
寒
論
』
研
究
に
没
頭

し
た
吉
益
東
洞
の
業
績
を
集

成
。
第
三
巻
『
医
聖
永
富
獨
嘯

庵
』
は
、
山
脇
東
洋
門
下
の
俊

英
・
永
富
獨
嘯
庵
の
生
き
ざ
ま

と
医
業
の
全
体
像
を
再
現
し
、

日
本
漢
方
の
一
つ
の
極
致
を
示

す
。（
第
１
巻

４
９
０
頁
、

１
６
８
０
０
円
、
第
２
巻

４

８
６
頁
、
１
６
８
０
０
円
、
第

３
巻

５
８
２
頁
、
１
８
９
０

０
円
）

安
藤
昌
益
全
集

増
補
篇

全
３
巻
Ａ
５
判
、上
製
、箱
入

各
巻
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
●
揃
価
４
５
０
０
０
円

「
安
藤
昌
益
全
集
」
増
補
篇

は
、
自
然
と
人
間
の
有
機
的
な

結
合
と
「
治
未
病
」
を
め
ざ
す

「
天
人
一
和
」
の
昌
益
医
学
に

焦
点
を
あ
て
る
。増
補
篇
一
は
、

新
発
見
の『
良
中
子
神
医
天
真
』

『
良
中
先
生
自
然
真
営
道
方
』

（
と
も
に
内
藤
記
念
く
す
り
博

物
館
蔵
）
の
書
き
下
し
・
注
。

増
補
篇
二
、
三
は
焼
失
し
た
昌

益
医
学
本
を
再
現
し
た
『
真
斎

謾
筆
』（
全
集
十
五
巻
所
収
）

の
現
代
語
訳
を
収
め
る
。
各
巻

の
解
題
、
解
説
や
別
冊
の
「
昌

益
医
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
も
明

解
で
便
利
。

ま
た
、
各
巻
に
「
電
子
版
安

藤
昌
益
事
典
」「
電
子
版
安
藤

昌
益
全
集
〈
全
文
書
き
下
し

篇
〉」「
電
子
版
安
藤
昌
益
全
集

〈
章
句
検
索
篇
〉」
の
Ｃ
Ｄ
�

Ｒ
Ｏ
Ｍ
を
付
す
。
膨
大
な
昌
益

の
思
想
体
系
を
自
在
・
瞬
時
に

検
索
し
、読
む
こ
と
が
で
き
る
。

（
増
補
篇
一

東
均
・
新
谷
正

道
編
著
、
増
補
篇
二

中
村
篤

彦
編
著
、
増
補
篇
三

中
村
篤

彦
編
著
【
別
冊
附
録
】
昌
益
医

学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
、
各
巻
１
５

０
０
０
円
）

丸
山
博
著
作
集

全
３
巻

Ａ
５
判
、上
製

●
各
３
５
０
０
円
、
揃
価
１
０
５
０
０
円

「
い
の
ち
は
食
な
り
」。
こ

れ
が
森
永
砒
素
ミ
ル
ク
中
毒
事

件
の
追
跡
調
査
な
ど
で
社
会
の

矛
盾
と
生
命
の
危
機
を
厳
し
く

追
及
し
た
丸
山
博
の
到
達
点
だ

っ
た
。「
衛
生
と
は
生
命
・
生

活
・
生
産
を
衛
る
こ
と
で
あ
る
」

と
す
る
丸
山
衛
生
学
の
精
髄
を

�１
公
衆
衛
生
学
の
研
究
�２
保
健

師
・
養
護
教
諭
ら
の
運
動
論
�３

い
の
ち
の
問
題
と
し
て
の
食
の

考
察
（
イ
ン
ド
伝
承
医
学
研
究

を
含
む
）
…
の
三
巻
に
編
成
。

地
域
福
祉
や
食
の
安
全
・
安
心

の
問
題
が
深
刻
さ
を
増
し
て
い

る
今
日
、
色
褪
せ
る
こ
と
な
く

示
唆
に
富
む
。

１
死
児
を
し
て
叫
ば
し
め
よ

２
８
８
頁

２
い
ま
改
め
て
衛
生
を
問
う

３
２
０
頁

３
食
生
活
の
基
本
を
問
う

３
２
０
頁

戦
後
日
本
病
人
史

川
上
武
著

Ａ
５
判
、
８
４
４
頁
●
１
２
０
０
０
円

医
学
史
で
も
疾
病
史
で
も
な

い
「
病
人
史
」
と
い
う
視
点
。

こ
の
方
法
で
初
め
て
、
人
間
の

生
命
を
脅
か
す
病
気
と
社
会
と

医
療
の
関
係
が
明
確
に
な
る
。

治
療
現
場
に
立
つ
医
師
で
あ

り
、
社
会
視
点
を
持
つ
医
事
評

論
家
で
も
あ
る
川
上
だ
か
ら
こ

そ
で
き
た
仕
事
。
被
爆
者
、
ハ

ン
セ
ン
病
、
公
害
病
か
ら
遺
伝

子
操
作
・
ク
ロ
ー
ン
技
術
な
ど

高
度
先
端
医
療
の
進
展
ま
で
、

激
動
の
二
十
世
紀
後
半
が
全
一

七
章
に
わ
た
っ
て
ま
と
め
ら
れ

て
お
り
、
か
つ
、
膨
大
な
注
で

参
考
文
献
が
示
さ
れ
て
い
る
。

医
療
関
係
者
の
必
読
文
献
で
あ

り
、
戦
後
社
会
史
研
究
の
金
字

塔
で
も
あ
る
。

正
木
健
雄
選
集

希
望
の
体
育
学

正
木
健
雄
著
正
木
健
雄
選
集
編
集
委
員
会
編

Ａ
５
判
、
５
１
０
頁
●
７
２
０
０
円

２１
世
紀
を
こ
そ
子
ど
も
の
世

紀
に
―
正
木
は
、
軍
国
主
義
教

育
の
先
兵
だ
っ
た
体
育
を
子
ど

も
の
た
め
の
体
育
に
転
換
す
る

た
め
に
研
究
し
、
発
言
し
、
運

動
を
組
織
し
て
き
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ

で
取
り
上
げ
ら
れ
て
話
題
と
な

っ
た
「
背
中
ぐ
に
ゃ
、
朝
か
ら

あ
く
び
」
な
ど
子
ど
も
の
問
題

を
発
見
す
る
た
め
の
努
力
と
、

そ
の
解
決
法
を
求
め
る
研
究
の

数
々
。
時
代
の
矛
盾
を
も
っ
と

も
端
的
に
表
現
す
る
「
子
ど
も

の
か
ら
だ
」
か
ら
出
発
し
て
、

分
析
し
て
細
分
化
す
る
の
で
な

く
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
状
況

そ
の
も
の
へ
の
働
き
か
け
を
課

題
と
し
て
い
っ
た
正
木
の
足
跡

と
、
後
に
続
く
世
代
に
託
さ
れ

た
課
題
が
よ
く
わ
か
る
。

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
の
医
療

中
川
米
造
著

Ｂ
６
判
、
２
１
０
頁
●
１
６
３
１
円

医
療
倫
理
学
、
医
療
人
類
学

の
重
鎮
と
し
て
活
躍
し
た
中
川

は
、
丸
山
博
の
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
研
究
会
の
副
会
長
で
も
あ

っ
た
。
限
り
な
く
商
品
化
す
る

医
療
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
な
が

ら
、
あ
え
て
医
療
を
サ
ー
ビ
ス

と
呼
ぶ
。
患
者
は
「
お
客
様
」

で
は
な
い
し
医
師
は
科
学
者
で

も
な
い
。
医
療
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

転
換
の
原
点
を
示
す
。

医
学
の
不
安

沼
田
勇
著

Ｂ
６
判
、
２
４
６
頁
●
１
２
０
０
円

医
学
が
進
歩
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
人
間
は
滅
亡
へ
向
か
う
―

医
博
で
北
里
研
究
所
員
だ
っ
た

著
者
は
い
ま
、
日
本
綜
合
医
学

会
の
永
世
名
誉
会
長
と
し
て
食

養
の
道
を
説
き
、
齢
九
十
を
越

え
て
な
お
禅
門
で
の
修
行
を
続

け
る
。
病
気
と
文
明
の
一
万
年

史
を
縦
糸
に
、
東
洋
的
・
仏
教

的
な
思
考
方
法
を
横
糸
に
現
代

の
危
機
の
本
質
を
描
い
た
。

短
命
化
が
始
ま
っ
た

農
文
協
文
化
部
著

Ｂ
６
判
、
２
４
２
頁
●
１
２
８
０
円

短
命
化
が
進
む
か
つ
て
の
長

寿
村
（
山
梨
県
棡
原
）。
む
ら

人
は
な
ぜ
長
寿
食
を
自
ら
す
す

ん
で
捨
て
た
の
か
。
現
地
調
査

報
告
が
明
か
す
一
山
村
の
食
生

活
の
変
貌
は
戦
後
日
本
の
縮

図
。「
強
い
ら
れ
た
自
給
」
で

な
く
「
開
か
れ
た
自
給
」
を
こ

そ
取
り
戻
し
た
い
と
い
う
結
論

は
、
い
ま
新
鮮
に
響
く
。

イ
ブ
の
出
産
、ア
ダ
ム
の
誕
生

き
く
ち
さ
か
え
著

Ｂ
６
判
、
２
５
０
頁
●
２
１
０
０
円

水
中
出
産
、イ
ル
カ
と
お
産
、

シ
ャ
ー
マ
ン
と
お
産
…
医
療
化

さ
れ
た
出
産
の
殻
を
破
る
内
外

の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
１８
人
と
、
日

本
の
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
草
分
け
で
あ
る
著

者
と
の
出
会
い
の
記
。
誕
生
と

い
う
い
の
ち
の
つ
な
が
り
の
場

が
、
自
然
と
人
間
と
の
調
和
を

取
り
戻
す
可
能
性
を
示
す
。

全人医療の先駆 甦る「未病の学」の水脈協文農

価格は税込ご注文は

安
藤
昌
益
全
集

増
補
篇

全
３
巻

日
本
漢
方
史
上

独
自
の
医
学
思
想
の
発
見

名
処
方
「
安
肝
湯
」
を
案
出
し
た
名
医
で
も

あ
っ
た
昌
益
の
医
学
思
想
を
明
ら
か
に
す
る

新
資
料
発
見
！

医
学
そ
の
も
の
の
凶
器
性

に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
予
防
医
学
か
ら
臨
床
、

そ
し
て
社
会
医
学
ま
で
網
羅
す
る
独
自
な
医

学
体
系
の
全
貌
。
Ａ
５
判
、
上
製
、
箱
入
、

各
巻
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
付
●
各
１
５
０
０
０

円
、
揃
価
４
５
０
０
０
円

増
補
篇

第
１
巻（
資
料
篇
四
）

良
中
子
神
医
天
真

良
中
先
生
自
然
真
営
道
方

翻
刻
・
注
・
解
説

東
均
・
新
谷
正
道
編
著

２
０
０
１
年
に
内
藤
記

念
く
す
り
博
物
館
で
発
見
さ
れ
た
資
料
。
前
者
は
、
焼
失
し
た
稿
本「
自

然
真
営
道
」の
医
学
論
や
天
文
論
を
再
現
。
後
者
は
、
昌
益
の
処
方
集
。

付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
１
電
子
版
安
藤
昌
益
事
典

全
集
別
巻
「
安
藤
昌

益
事
典
」
を
電
子
化
。
人
名
・
書
名
等
索
引
、
文
献
目
録
、
解
説
用
語

例
な
ど
。

増
補
篇

第
２
巻（
資
料
篇
五
上
）

真
斎
謾
筆
天
・
地
・
人（
上
）

現
代
語
訳
・
注
・
解
説

中
村
篤
彦
編
著

昌
益
の
病
証
論
、
処
方
を

記
録
・
再
現
し
た
資
料
。
今
回
初
め
て
現
代
語
訳
を
掲
載
。

付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
２

電
子
版
安
藤
昌
益
全
集
・
全
文
テ
キ
ス
ト
篇

全
集
収
録
の
全
著
作
の
全
文
（
書
き
下
し
文
）
を
収
録
（
現
代
語
訳
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

増
補
篇

第
３
巻（
資
料
篇
五
下
）

真
斎
謾
筆
天
・
地
・
人（
下
）

中
村
篤
彦
編
著
【
別
冊
附
録
】
昌
益
医
学
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

付
録
Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
３

電
子
版
安
藤
昌
益
全
集
・
章
句
検
索
篇

２
に
収
録
さ
れ
た
全
文
テ
キ
ス
ト
を
、「
自
然
」「
直
耕
」
な
ど
キ
ー
ワ

ー
ド
の
使
用
例
で
検
索
。

叢書

日
本
漢
方
の
古
典

【
全
３
巻
】
粟
島
行
春
編
訳

外
邪
（
病
因
）
に
打
ち
勝
つ
た
め
に

人
体
の
生
命
力
を
高
め
る
―
日
本
漢

方
の
精
髄
�
未
病
の
精
神
を
体
現
し

た
古
典
を
精
選
。
復
刻
・
書
下
し
・

注
解
・
現
代
語
訳
、
Ｂ
５
判
・
上
製

・
貼
箱
入
り
・
布
ク
ロ
ス
装

医
心
方

食
養
編

日
本
最
古
の
医
書
の
食
養
編
。
食
こ
そ
生
命
の
原
点
と
い
う
漢
方
の
基

本
�
医
食
同
源
の
バ
イ
ブ
ル
。

●
１
６
８
０
０
円

建
殊
録

東
洞
医
学
の
成
果

江
戸
中
期
に
台
頭
し
た
古
方
派
（
強
い
薬
に
よ
る
積
極
的
な
治
療
を
目

指
す
）
の
巨
頭
・
吉
益
東
洞
の
主
要
著
作
。

●
１
６
８
０
０
円

医
聖

永
富
独
繍
庵

山
脇
東
洋
門
下
、
西
漢
折
衷
医
学
の
俊
英
の
主
要
著
作
。
古
方
医
学
の

理
論
確
立
と
実
践
的
検
証
。

●
１
８
９
０
０
円
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医

★
医
療
者
に
よ
る
医
学
へ
の
自
省

構
造
薬
害

片
平
洌
彦
著

１
９
５
０
円

背
徳
の
生
命
操
作

市
川
茂
孝
著

１
３
６
５
円

ヒ
ト
の
死
が
変
わ
る

吉
村
不
二
夫
著

２
０
３
９
円

★
医
の
思
想
の
全
体
性
を
取
り
戻
す
試
み

飛
騨
の
夜
明
け

海
野
金
一
郎
著

１
０
５
０
円

老
い
と
健
康
の
生
命
科
学

藤
井
平
司
著

１
９
３
７
円

二
度
わ
ら
べ
の
母
と
生
き
る

中
島
誠
著

１
３
８
０
円

病
の
か
げ
に
横
た
わ
る
も
の
小
崎
順
子
著
１
３
６
５
円

（１０）第２００５号出 版 ダ イ ジ ェ ス ト２００５年（平成１７年）６月２０日


